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平成２９年 第１回臨時教育委員会会議（報告） 

 

平成２９年９月２７日 

 

１ 所管行政に関する協議 

日  程 件          名 協議等年月日 要  旨 

 

協議事項１ 

 

 

・仁宇布小中学校の在り方について 

 

 

H29.9.27 

 

資料協議 
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 平成２９年 第１回臨時教育委員会会議録  

 

美深町教育委員会会議を次のとおり開催したので、その記録を委員会会議規則第８条

に基づき報告いたします。 

 

１．開催日時  平成 29年 9月 27日（水）午後 4時 00分～午後 4時 50分 

 

２．開催場所  美深町文化会館 ＣＯＭ１００ 小会議室 

 

３．出 席 者（１０名） 

<委 員> 教 育 長 石 田 政 充  代  理 宮 原 宏 明 

 委  員 庄 司 村 尾  委  員 清水 満寿美 

 委  員 坂 井 弘 明    

<職 員> センター長 藤 原 裕 子  主  幹 大 堀 裕 康 

 副センター長 富 田 由 佳  副主幹(学校) 和 田 政 則 

 副主幹(社会・体育) 中 野 浩 史    

 

４．所管行政に関する協議等 

   協議事項１  仁宇布小中学校の在り方について 

 

５．会議記録 

◎ 開  会（午後４時００分） 

 

教 育 長 

 

それでは平成２９年第１回の臨時教育委員会議を開催したいと思います。 

 

 

（１）所管行政に関する協議等 
 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清 水 委 員 

 

 

教 育 長 

 

 

 今日は、仁宇布小中学校の在り方について、前回会議で一定の議論をいただき

まして、それらについて最終確認していきたいと思います。 

 資料については、前回お配りした資料をご覧いただきたいと思います。 

 前回、委員の皆様方から意見をいただきました。また、資料の修正があれば意

見をお願いしたところですが、その後のご意見はありませんでした。 

 前回の会議で、委員の皆さんから心配される点などお話がございました。その

他にご意見がありましたら出していただいて、出された意見を加えながらまとめ

にしていきたいと思います。 

 まずは、前回の会議の続きになりますけれども、それぞれの委員さんからご意

見を出していただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 以前から、地元の子ども達がいなくなったらという心配がありますが、仮に地

元の子どもがゼロになっても、山村留学の子どもたちを受け入れることはできる

のですよね。 

 大丈夫です。以前、小学校で地元の子どもがいなくなり、山村留学生だけのと

きがありました。 
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清 水 委 員 

教 育 長 

 

坂 井 委 員 

教 育 長 

坂 井 委 員 

教 育 長 

 

 

庄 司 委 員 

教 育 長 

 

 

 

 

 

庄 司 委 員 

教 育 長 

 

庄 司 委 員 

教 育 長 

 

 

 

 

庄 司 委 員 

 

宮 原 委 員 

教 育 長 

 

 

 

 

清 水 委 員 

教 育 長 

清 水 委 員 

 

教 育 長 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 一人でも子どもがいれば学校は成り立ちますか。 

 成り立ちます。ゼロでも成り立ちますが、その時は休校になります。恩根内小

学校は廃校の手続きをしていますので、条例からも削除しています。 

 小学生がいなくなった場合は、小学校だけを休校という扱いになりますか。 

 そのような扱いになります。 

 そうなると先生方も一時いなくなりますか。 

 そのようになります。仮に義務教育学校になると、先生の配置は変わりますが

休校にはなりません。小学生の基準の教員は配置されませんが、学校そのものは

義務教育学校として、中学生のいる学校として継続されると考えます。 

 教育委員会の結論としては、建替えの方向で考えているということですね。 

 そのとおりです。前回、坂井委員が言われたことに対しては、これからの議論

になる部分が大きいですので、現段階でははっきりさせることができませんが、

コミュニティ・スクールや義務教育学校の導入などを含めて、さらに考えていか

なければならないと思っています。特に受け入れ体制として課題なのは、ホスタ

ーホームの受入れ体制です。この事業を左右するくらいのポイントになるかもし

れません。 

 ホスターホームの建物自体はあと何年くらい持ちそうですか。 

 構造的には限界にあります。簡易的な鉄骨造です。元々は、鉄道建設公団の飯

場でした。昭和３０年代に建設されたものです。 

 学校だけの問題で終わらないでしょうから、ホスターホームも課題ですね。 

 住宅も課題です。現状は親子住宅６戸ありますが、将来的には８から１０戸、

ホスターホームは１０戸を見込んでいます。親子１０、ホーム１０、合計２０の

枠をつくるというイメージを持っています。児童生徒数が１５人を下回ると事務

職員の配置がなくなり、１１人を下回ると養護教諭の配置がなくなりますので、

児童生徒数を１５人以上確保するというのが学校運営上大切なことです。 

 資料には、建替えをするとはっきり文章化されていませんが、そういうことで

すよね。 

 今日で結論を出して、今後進めていくということですね。 

 宮原委員の言われるとおり、この場で最終確認をして、それは、教育委員会と

して建替えしてほしいと、そして山村留学を継続させてほしいということを前提

に文章化しています。 

 皆さん方に確認をいただいた中で、この後の総合教育会議に臨みたいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

 町内の学校で、不登校になっている子どもはいますか。 

 不登校の子どもはいます。 

 美深小中学校にも不登校の子どもがいるのであれば、そういう子にも目を向け

ていかなければならないと思います。 

 そのとおりだと思います。小規模特認校という制度は、町内の子ども達が任意

に学校を選ぶことができる制度ですので、美深小、美深中学校に通っている子ど

も達も含めて、仁宇布に通うこと認める制度です。 

 他に質疑、意見はありますか。 

（「なし」の声あり） 

 ないようですので、先ほど申し上げましたけれどもまとめとして、教育委員会

として建替えを考え、学校が継続できるようにやっていただきたいということを

総合教育会議で全体の意見として申し上げていきたいと思いますが、よろしです

か。 

（「異議なし」の声あり） 

 それでは、そのように説明させていただきます。 
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◎ 閉  会（午後４時５０分） 

 

教 育 長 

 

 

以上をもちまして、平成２９年第１回臨時教育委員会会議を終わらせていただ

きます。 

大変ご苦労様でした。 

 

 

上記会議録について 平成２９年１０月２５日確認 

 

北海道中川郡美深町教育委員会教育長  石 田 政 充 

 

北海道中川郡美深町教育委員会教育長職務代理者  庄 司 村 尾  


